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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

【振り返り】 

アンケート記入 

 

（木村） 16 時 27 分くらいから、最後の振り返りをしたいと思います。アンケートのご記

入をお願いいたします。 

 

（記入中） 

 

 

特に言っておきたいことの発表 

 

（木村） そろそろよろしいでしょうか。それでは、まだお書きの方もいらっしゃるよう

ですけれども、少し時間が押している関係もありますので、お話を聞きながら書いていた

だければと思います。自己紹介は C 班からでしたので、最後は A 班からということで、お

願いします。 

 

―― だんだんと充実した話し合いができてきたと感じています。大変うれしく思います。

今後ともよろしくお願いします。ありがとうございました。（拍手） 

 

―― 今日は、宿題をやってきたおかげだと思うのですけれども、はじめにちょっとしゃ

べれたかなとも思います。宿題をして話すというのもいいかなと思いました。（拍手） 

 

―― 今日は宿題があったから、皆さんの考えも事前に知れましたし、効果的だったと思

います。分量はさておいてですが。今日はグループ移動がなかったので、それはひとつ残

念ではありますが。また再来週、よろしくお願いいたします。（拍手） 

 

―― 今日は話がいろいろ盛り上がったような気がして、時間が足りないなと思うことが

多かったので、いろいろ話せたのだなという感想があります。ありがとうございました。（拍

手） 

 

―― どうもありがとうございました。疲れました。やはり皆様と、特に市民の方々と、

順番に欲しいもの、あるいは前提としてのレベルというものが近づいてきて、話の質が上

がってきたなと。それがよかったと何より思っています。もうひとつは、専門家としての
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データの出し方ですね。分かりやすさと、データの確実性、それが恣意的なデータの選択、

あるいは見せ方にならないように、どうやって気をつけなければいけないか、改めて思っ

た次第です。ありがとうございました。（拍手） 

 

―― 作業の能率がずいぶんスムーズに上がるようになってきたなと思います。それから、

すみません、私の資料の中で、東海道新幹線の丹那断層の話を載せてありますけれども、

北伊豆地震（気象庁マグニチュード 7.3）の発生した年代を間違えました。1940 年は間違

いです。1930 年です。よろしくお願いします。（拍手） 

 

―― お疲れ様でした。今日は気づきが 2 点ありました。同じ班の宿題レポート、本当に

素晴らしいものを見せていただいて、まとめる技術というのはこんなものかなと、非常に

勉強になりました。もう 1 点は、専門家の方も、やはり分野によってだいぶ違うなと。苦

労されているということがよく分かりました。以上です。（拍手） 

 

―― 本日もお疲れ様でした。今日は、まあいつも感じることなのですけれども、専門家

と言われても、何もかも答えられるわけではない。あと、急に聞かれたときに、やはりバ

ックデータというか、正しいことを伝えなければいけないという責任感がふつふつとわい

てきてしまうもので、できるだけ伝えたいのだけれども、なかなか伝えきれないもどかし

さを感じる 1 日でした。どうもありがとうございました。（拍手） 

 

―― 回を重ねるうちに、話し合いのレベルやそれぞれが出す意見のレベルもだんだん上

がってきているので、これから先、より高度なコミュニケーションが取れるかなと思って

います。今日はお疲れ様でした。（拍手） 

 

―― 今日は、フォーラムは真ん中で、午前中はドイツがなぜ原子力発電から撤退するか

というテーマで講演を聞いてきて、これから夜は、原子力のプラント技術者の話を聞きに

行きますので、まだまだ続きます。（拍手） 

 

―― 本日はお疲れ様でした。一番直感的に思ったことは、専門家の方々に無理難題な質

問をしてしまって、大変申し訳ございませんでしたということです。分からないことは分

からないと言っていただければ、こちらも、ああ、分からないのか、そうですかとちゃん

と分かりますので。うやむやにしていただくということはちょっとまずいと思うのですね。

そこが一番の実感となりました。今後ともよろしくお願いします。（拍手） 

 

―― 今日は、市民の方と、いわゆる原子力、あるいは原子力のリスクに関する話をして、

Q＆A を繰り返して、どんどん議論を掘り下げることができたことは、私にとって非常によ
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かったと思います。ありがとうございました。（拍手） 

 

―― 今日は自分が知りたいと思っていた 3 つの情報のうちの 2 つが解消されまして、有

意義な時間を過ごすことができました。ありがとうございました。（拍手） 

 

―― お疲れ様でした。今日は本当に議論が盛り上がって、私の知識不足とか、先ほども

言われていましたが、専門が違うとなかなか正確に伝えられない、だけど伝えたいという

話と。専門家なので、関係のことを聞いているとか、そういう話もあって、それをどう伝

えるか、非常に苦心しながらやりましたけれども、うまくいけたかどうかは分かりません。

あとは、私の資料に誤植がありました。71 ページですけれども、一般家庭の 1 日の電気使

用量が1万キロワットアワーと書いてあるのですけれども、1万ワットアワーの間違いです。

専門家の方は計算していただければすぐに分かると思うのですけれども、一応念のため。

キロだけ取っておいてください。（拍手） 

 

―― お疲れ様です。私は、なんで？ なんで？ と専門家の方にすごく聞いてしまって、

ご迷惑をおかけしたかなと思います。それがごめんなさいということと。あと、専門家の

方も人間なのですねと言ったら、「当たり前ですよ」と言われてしまって。「原発の事故が

起きたことに対してショックを受けているのは専門家ですよ」と言われたのが一番印象的

でした。ああ、そうか、ショックを受けているのかと思って、申し訳ないなと思いました。

以上です。（拍手） 

 

（木村） ありがとうございました。一言ずつご感想をいただきまして、宿題はやった価

値が一応あったのかなと、こちらも安堵する思いでいます。 

 それでは、次回のテーマが何になったかというところからお話をしたいと思います。結

果として、ほぼ半数の方が、「原発は本当に必要なものなのか？」「原子力発電所なしで電

力は『本当に』足りるのか？」というテーマに投票されていました。こちらが次回のテー

マになります。 

 それで、毎回宿題を課すのは大変かなと思うので、ちょっとここで皆さんにお聞きした

いのは、このテーマでちゃんと宿題をして、資料を作るという作業をしたほうがいいか、

それとも、瞬発力で行くか。2 択で拍手をしていただこうと思います。では、皆さん、拍手

の準備をお願いします。 

 まず、宿題をやってもいいという方、拍手をお願いします。あ、小さいですね（笑）。 

 それでは、これはやはり瞬発力で行こうという方は拍手をお願いします。同じくらいで

すね。 

 では、もう一度聞きます。ぜひという人は、元気よく叩いてくださいね。宿題をやって

もいいという方、お願いします。 



 - 4 - 

 次回は瞬発力で行きますという方、お願いします。 

 はい、ということで、次回は瞬発力で行きたいと思います。専門家の方で、もしデータ

が必要だという方は、あらかじめ送っていただいたら、資料を用意しますので、自由にな

さってください。特に宿題として課すということはしませんので、よろしくお願いします。 

 もしくは、今日配布した第 3 回フォーラム資料の中に、いくつかデータが入っている可

能性がありますので、次回はその資料を持ってきていただくのがいいかもしれません。よ

ろしいでしょうか。 

 ということで、少し時間がオーバーしてしまって申し訳ございませんけれども、これで

第 3 回フォーラムを終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。（拍手） 

 

＜第 3 回フォーラム終了＞ 


